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１ 沿革 

 本町の市街地中心部はその昔、今市村と称し、相州から上州に通ずる街道にあたり、

その枢要な一宿駅として古くからその名を知られていました。鎌倉時代のはじめから戦

国時代に至るまで、越生氏の所領であった今市村の周辺一帯は、越生郷と呼ばれ、江戸

時代には、旗本知行地・大名領などとして、現越生町域は１７ヵ村に分かれました。 

 明治６年今市村を越生村と改め、明治２２年の町村制施行により入間郡上野村・如意

村・黒岩村・西和田村・大谷村・鹿下村・成瀬村・比企郡古池村の８ヵ村と合併し越生

町となり、さらに昭和３０年２月町村合併促進法により、梅園村と合併し現在に至って

います。 

本町の経済は、昭和初期に至るまで、家内工業としての絹織物と木材建具が栄え、ま

たこの地方の物産、日用品等の集散地市場として順調な発展を続けていました。これら

の地場産業は、現在の町の経済に重要な役割を果たしていますが、かつてのようなにぎ

わいはなくなり、代わって梅、ゆずのような特色のある産品で知られるようになりまし

た。 

 戦後我が国の急激な経済成長、大都市への産業と人口の集中により、近隣市町村が住

宅都市化の傾向を強める中で、本町は首都５０㎞圏にありながら、落ち着いた環境を保

ってきました。昭和６０年代に入って、越生駅東特定土地区画整理事業の完成を見てか

らは、人口にやや上昇の兆しが見えはじめ、自然増を社会増が上回るようになり、昭和

６０年に１１，６６１人だった人口が平成１０年には１万４千人を超えました。しかし、

少子化と若者の町外への流出などにより漸減傾向が続き、平成２８年には１万２千人を

下回りました。 

 産業構造も変化し、昭和５５年には第一次産業が８．６％、第二次が４２．２％、第

三次が４９．２％でしたが、３０後の平成２２年には第一次産業が２．２％、第二次が

３１．３％、第三次が６６．５％となりました。 

社会経済状況の変化や農林業就業者の高齢化にともない農地と山林の荒廃が進み、団

塊の世代による帰農傾向はあるものの第一次産業は衰退傾向にあり、製造業などの第二

次産業も経済情勢の低迷によって減少しています。一方、商業・サービス業などの第三

次産業に就業する人口は増加していますが、町内消費は近隣市町にある大型店に流出し

ている傾向が続いています。 

近年は、食の安全や健康志向の高まりから、越生の梅・ゆず製品を求める方やハイキ

ングのため首都近郊から訪れる方が年々増えてきています。 



（２）越生町の一行知識

町 制 施 行 　明治２２年

　東経１３９度１２分～１９分

　北緯　３５度５５分～５９分

面 積 　４０．３９㎢

人 口 　１２，０３２人 (平成２８年４月１日現在)

世 帯 　４，９４６世帯 (平成２８年４月１日現在)

人 口 密 度 　２９７．９人／㎢

　出　生 ５３ 　死　亡 １５３

　転　入 ３２９ 　転　出 ４２７

予 算 　４，００８，０００千円 (平成２８年度一般会計当初予算)

農 家 数 　３６８戸 (平成２７年２月１日現在)

事 業 所 　４９３事業所 (平成２６年７月１日現在)

工 業 　　３５事業所（従業者４名以上） (平成２６年１２月３１日現在)

商 業 　　８１事業所 （平成２６年７月１日現在）

　保育園 　２ 　幼稚園 　１

　小学校 　２ 　中学校 　１

　高等学校 　２ 　専修学校 　１

（平成２８年５月１日現在）

町 職 員 数 　１２８名 （平成２８年４月１日現在）

町民のくらし

世帯の人口

出 生 死 亡

転 入 転 出

火災の発生

犯罪の発生

交通事故の発生 　　　　　　　　　　　　　　　１６．６日に１回（平成２７年）

２．４３人（平成２８年４月１日現在）

１日に０．１５人 １日に０．４２人

１日に０．９０人 １日に１．１７人

位 置

人 口 動 態

学 校 等

（平成２７年度）

１２２日に１回（平成２７年）

　　８日に１回（平成２７年）

（町長、副町長、教育長、
　派遣職員含む）
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